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魅
力
あ
ふ
れ
る
地
元
企
業
を
紹
介

支
え
る
人
も 

支
え
ら
れ
る
人
も 

笑
顔
に

鹿
角
の
企
業

鹿
角
の
企
業  

い
い
ね
！

い
い
ね
！

　
大
湯
地
区
を
中
心
と
し
た
方
々
の
要

望
に
よ
り
、
昭
和
58
年
に
「
わ
か
ば
保

育
園
」
を
開
い
た
こ
と
が
、
当
法
人
の

事
業
の
始
ま
り
で
す
。
設
立
当
初
か
ら
、

「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
保

育
と
は
何
か
」
「
高
齢
者
が
安
心
し
て

年
を
重
ね
ら
れ
る
施
設
と
は
何
か
」
を

探
求
し
な
が
ら
地
域
の
方
々
を
笑
顔
に

で
き
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
介
護
士
や
介
護
を
受
け
る
方
、
保
育

士
や
子
ど
も
た
ち
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
や
能
力
、
障
が
い
、
認
知
の
状

態
を
尊
重
し
、
敬
意
を
も
っ
て
日
々
の

業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

理
事
長 

村
木 

普ふ

輝き

誉よ

さ
ん

　
愛
生
会
は
、
介
護
や
保
育
、
障
が
い

な
ど
、
福
祉
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず

「
ふ
つ
う
に
暮
ら
す
こ
と
を
支
え
る
こ

と
」
を
目
標
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
利
用
者
の
方
や
そ
の
家
族

を
笑
顔
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
職

員
が
笑
顔
に
」
を
合
言
葉
に
、
職
員
の

腰
痛
予
防
対
策
と
し
て
、
持
ち
上
げ
な

い
介
護
「
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
」

の
導
入
を
は
じ
め
、
新
職
員
へ
の
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
指
導
や
記
録
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
な
ど
、
職
員
が
ス
ト
レ
ス

な
く
業
務
に
あ
た
れ
る
よ
う
な
職
場
環

境
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
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社
会
福
祉
法
人
　
愛
生
会

い
く
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
や
っ
と
自
由
に
外
出
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
渡
航
時
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
温
泉
に
行
き
ま
し
た
。
実

は
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
世
界
で
も
有
数
の
温

泉
大
国
で
す
。
日
本
の
温
泉
と
違
う
の

は
、
全
て
混
浴
で
、
水
着
を
着
て
入
浴

す
る
こ
と
で
す
が
、
一
番
驚
い
た
の
は

お
湯
の
温
度
が
29
度
か
ら
36
度
と
ぬ
る

い
こ
と
で
す
。
少
し
物
足
り
な
く
感
じ

ま
し
た
が
、
代
わ
り
に
、
生
徒
と
ゆ
っ

く
り
会
話
し
な
が
ら
お
湯
に
浸
か
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
果
物
を

持
ち
込
ん
で
い
る
方
や
、
温
泉
の
中
で

体
操
を
し
て
い
る
方
も
い
て
、
と
て
も

外
国
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
温
泉
に
も
足
を
運
び
、
日
本

と
の
違
い
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ョ
プ
ロ
ン
市
に
引
っ
越
し
て
、
1

年
が
経
ち
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
、
旅
行
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
は
思
う
よ
う
に
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
市
役
所
職
員
の
方
々
や

日
本
語
教
室
の
生
徒
に
親
切
に
し
て
い

た
だ
い
て
、
と
て
も
充
実
し
た
1
年
で

し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
も
だ
い
ぶ
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
手
助
け
無
し
で

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
日
本
語
教
室
は
9
月
か
ら
新
学
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
で
す
が
、
生
徒
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
な
ん
と
、
新
し
く
22
人
の
方
が

受
講
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
は
60
人

で
楽
し
く
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
の
数
が
増
え
、
授
業
の
準
備
で

忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
日

本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
る
生
徒
の
姿

を
見
て
い
る
と
、
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
も
慣
れ
、
む

し
ろ
対
面
授
業
よ
り
、
便
利
な
面
も
感

じ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
学
で

は
授
業
の
形
式
を
選
べ
る
の
で
、
今
後

は
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
が
主
流
に
な
っ
て

ブログ公開中　https://my-sopron-life.blogspot.com/　ぜひご覧ください。

ハンガリーの温泉の様子

　
三
重
県
出
身
。
留
学
経
験
を
経
て
、
国
際
教
養
大
学
専
門
職
大
学
院

　
三
重
県
出
身
。
留
学
経
験
を
経
て
、
国
際
教
養
大
学
専
門
職
大
学
院

に
て
日
本
語
教
育
を
学
び
、
多
く
の
異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

に
て
日
本
語
教
育
を
学
び
、
多
く
の
異
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・

運
営
に
携
わ
る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

運
営
に
携
わ
る
な
ど
、
豊
富
な
国
際
交
流
経
験
を
活
か
し
渡
航
。

日
本
語
語
学
指
導
員
現
地
レ
ポ
ー
ト

第
11
代
日
本
語
語
学
指
導
員　
戸と
わ
き脇 

美み

む夢
さ
ん

ＭＹ SOPRON LIFEＭＹ SOPRON LIFE （私のショプロン生活）（私のショプロン生活）

　　

大大お
お
ひ
る
め
む
ち

お
お
ひ
る
め
む
ち

日
霊
貴

日
霊
貴
神
社
は
、
地
元
で
は
「
大
日

神
社
は
、
地
元
で
は
「
大
日

堂
」
「
大
日
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
、
ト
ン
ボ

堂
」
「
大
日
さ
ん
」
と
親
し
ま
れ
、
ト
ン
ボ

に
導
か
れ
て
長
者
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
の

に
導
か
れ
て
長
者
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
の

「
だ
ん
ぶ
り
長
者
」
の
娘
で
、
継
体
天
皇
の

「
だ
ん
ぶ
り
長
者
」
の
娘
で
、
継
体
天
皇
の

后
に
な
っ
た
「
吉
祥
姫
」
が
、
両
親
を
追
慕

后
に
な
っ
た
「
吉
祥
姫
」
が
、
両
親
を
追
慕

す
る
た
め
に
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
る
た
め
に
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
時
が
流
れ
、
神
社
は
荒
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
時
が
流
れ
、
神
社
は
荒
れ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
養
老
二
年
（
西
暦
７
１
８
年
）
に
元

す
が
、
養
老
二
年
（
西
暦
７
１
８
年
）
に
元

正
天
皇
の

正
天
皇
の
勅勅ち

ょ
く
れ
い

ち
ょ
く
れ
い命命で
再
建
さ
れ
た
際
に
、
完
成

で
再
建
さ
れ
た
際
に
、
完
成

を
祝
う
式
典
で
都
の
楽
人
が
奉
納
し
た
舞
楽

を
祝
う
式
典
で
都
の
楽
人
が
奉
納
し
た
舞
楽

が
「
大
日
堂
舞
楽
」
の
起
源
と
伝
え
ら
れ
て

が
「
大
日
堂
舞
楽
」
の
起
源
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
１
３
０
０
年
も
の
間
、

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
１
３
０
０
年
も
の
間
、

八
幡
平
地
域
の
四
つ
の
集
落
（
大
里
・
小
豆

八
幡
平
地
域
の
四
つ
の
集
落
（
大
里
・
小
豆

沢
・
長
嶺
・
谷
内
）
の
人
々
に
よ
り
舞
楽
が

沢
・
長
嶺
・
谷
内
）
の
人
々
に
よ
り
舞
楽
が

伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
大
日
堂
舞
楽
は
、
地
元
で
は
「

　
大
日
堂
舞
楽
は
、
地
元
で
は
「
祭祭ザ

イ
ド
ウ

ザ
イ
ド
ウ堂堂
」
と
」
と

も
呼
ば
れ
、
正
月
２
日
の
大
日
霊
貴
神
社
の

も
呼
ば
れ
、
正
月
２
日
の
大
日
霊
貴
神
社
の

養
老
礼
祭
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。
能
衆
（
舞
楽

養
老
礼
祭
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。
能
衆
（
舞
楽

を
舞
う
方
々
）
は
、
約
一
カ
月
前
か
ら
四
つ

を
舞
う
方
々
）
は
、
約
一
カ
月
前
か
ら
四
つ

足
（
牛
や
豚
な
ど
）
を
食
べ
な
い
な
ど
の
精

足
（
牛
や
豚
な
ど
）
を
食
べ
な
い
な
ど
の
精

進
潔
斎
を
行
い
、
当
日
は

進
潔
斎
を
行
い
、
当
日
は
垢垢ここ

離離りり

を
取
り
、
夜

を
取
り
、
夜

明
け
に
行
列
を
組
み
、
各
集
落
か
ら
厳
寒
の

明
け
に
行
列
を
組
み
、
各
集
落
か
ら
厳
寒
の

雪
道
を
歩
い
て
大
日
堂
へ
向
か
い
ま
す
。
舞

雪
道
を
歩
い
て
大
日
堂
へ
向
か
い
ま
す
。
舞

　
市
民
全
員
が
ガ
イ
ド
と
し
て
、
鹿
角
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
市
内
外
に
発
信
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

市
内
観
光
名
所
や
歴
史
・
文
化
、
産
業
遺
産
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

は
「
は
「
権権ご

ん
ご
ん

現現げ
ん
げ
ん

舞
」
「
駒
舞
」
「

舞
」
「
駒
舞
」
「
烏烏うう

遍遍へ
ん
へ
ん

舞
」
「
鳥

舞
」
「
鳥

舞
」
「
五
大
尊
舞
」
「

舞
」
「
五
大
尊
舞
」
「
工工

こ
う
し
ょ
う

こ
う
し
ょ
う匠匠

舞
」
「
田
楽

舞
」
「
田
楽

舞
」
の
七
つ
の
本
舞
と
、
本
舞
の
前
に
舞
う

舞
」
の
七
つ
の
本
舞
と
、
本
舞
の
前
に
舞
う

「「
神神みみ

子子ここ

舞
」
、
「

舞
」
、
「
神神かか

名名なな

手手てて

舞
」
で
構
成
さ
れ
、

舞
」
で
構
成
さ
れ
、

笛
や
太
鼓
な
ど
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
舞
わ
れ

笛
や
太
鼓
な
ど
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
舞
わ
れ

ま
す
。
「
神
子
舞
」
と
「
神
名
手
舞
」
は
四

ま
す
。
「
神
子
舞
」
と
「
神
名
手
舞
」
は
四

集
落
共
通
で
す
が
、
本
舞
は
集
落
ご
と
に
分

集
落
共
通
で
す
が
、
本
舞
は
集
落
ご
と
に
分

担
が
あ
り
、
大
里
地
区
が
「
駒
舞
」
「
鳥

担
が
あ
り
、
大
里
地
区
が
「
駒
舞
」
「
鳥

舞
」
「
工
匠
舞
」
、
小
豆
沢
地
区
が
「
権
現

舞
」
「
工
匠
舞
」
、
小
豆
沢
地
区
が
「
権
現

舞
」
「
田
楽
舞
」
、
長
嶺
地
区
が
「
烏
遍

舞
」
「
田
楽
舞
」
、
長
嶺
地
区
が
「
烏
遍

舞
」
、
谷
内
地
区
が
「
五
大
尊
舞
」
を
伝
承

舞
」
、
谷
内
地
区
が
「
五
大
尊
舞
」
を
伝
承

し
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。

　
所
作
な
ど
に
芸
能
の
古
風
さ
を
う
か
が
わ

　
所
作
な
ど
に
芸
能
の
古
風
さ
を
う
か
が
わ

せ
る
こ
と
、
ま
た
地
域
独
自
に
変
化
し
た
諸

せ
る
こ
と
、
ま
た
地
域
独
自
に
変
化
し
た
諸

相
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
た
特
色
が
評
価
さ
れ
、

相
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
た
特
色
が
評
価
さ
れ
、

昭
和
昭
和
5151
年
に
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

年
に
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
平
成

定
さ
れ
、
平
成
2121
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
正
月
２

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
正
月
２

日
に
は
全
国
各
地
か
ら
参
拝
客
が
訪
れ
、
素

日
に
は
全
国
各
地
か
ら
参
拝
客
が
訪
れ
、
素

朴
な
が
ら
も
厳
か
な
神
事
を
見
守
り
ま
す
。

朴
な
が
ら
も
厳
か
な
神
事
を
見
守
り
ま
す
。

　
令
和

　
令
和
44
年
も
感
染
症
対
策
の
た
め
、
参
観

年
も
感
染
症
対
策
の
た
め
、
参
観

は
近
県
在
住
者
に
限
定
す
る
予
定
で
す
。

は
近
県
在
住
者
に
限
定
す
る
予
定
で
す
。

鹿
角
鹿
角
を
知知
る
・
伝伝
え
る

市
民
全
員
ガ
イ
ド
化
計
画

市
民
全
員
ガ
イ
ド
化
計
画

「
守
り
繋
げ
る
大
日
堂
舞
楽
」

「
守
り
繋
げ
る
大
日
堂
舞
楽
」

問 産業活力課 観光交流班 ☎ 30-0248、大湯ストーンサークル館 ☎ 37-3822

　小さい頃から高齢の方と接す　小さい頃から高齢の方と接す
ることが大好きで、日々の介護ることが大好きで、日々の介護
にやりがいを感じています。にやりがいを感じています。

　
新
斗
米
自
治
会
で
は
、
自
治
会
内
で

話
し
合
い
、
自
治
会
員
が
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
砕
石
を
敷
い
た
り
、
階
段

を
設
置
し
た
り
す
る
な
ど
、
墓
地
ま
で

の
参
道
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
整
備
し
た
参
道
を
活
用

し
て
自
治
会
で
流
し
そ
う
め
ん
を
行
っ

た
後
に
、
子
ど
も
た
ち
の
太
鼓
の
練
習

を
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
地
域
資
源
を
活
用
し
、
住
民
の
交
流

や
親
睦
を
深
め
る
取
り
組
み
に
よ
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

新
斗
米
自
治
会
の
取
り
組
み

集落支援員活動事業報告

◉市役所

新斗米自治会
22世帯
約70人

問 生活環境課 コミュニティ推進班 ☎ 30-0202

太
鼓
の
練
習

取
組
内
容

　
花
輪
地
区
の
「
新
斗
米
自
治
会
」
に

お
け
る
集
落
支
援
員
活
動
事
業
と
市
の

補
助
制
度
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

新
斗
米
自
治
会
長
よ
り

◎
集
落
支
援
員
活
動
事
業

　
集
落
支
援
員
が
、
自
治
会
の
「
状
況
調

査
」
を
行
い
、
調
査
結
果
を
基
に
自
治
会

の
現
状
や
課
題
、
将
来
の
自
治
会
像
な
ど

に
つ
い
て
自
治
会
と
共
に
「
話
し
合
い
」

を
進
め
「
活
性
化
活
動
」
へ
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

　
小
規
模
な
自
治
会
（
50
世
帯
未
満
）
を

中
心
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
活
用
を
検
討

さ
れ
る
自
治
会
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
集
落
活
動
応
援
事
業
費
補
助
金
を
活

用
し
、
参
道
を
整
備
し
た
こ
と
で
自
治

会
内
の
交
流
が
増
え
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
落
ち
着
い
た
時
に
は
、

帰
省
し
た
人
た
ち
も
含
め
、
交
流
を
深

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
強
い
絆

で
結
ば
れ
た
自
治
会
を
目
指
し
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

流
し
そ
う
め
ん
の
様
子


